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本製品はＳＨ２の性能評価、開発環境等をお試しいただく為に、必要なツール類をパッケージした製品です。

本製品をお役立ていただくために添付マニュアルを十分お読みくださいますようお願いいたします。

★本製品の内容及び仕様は予告なしに変更されることがありますのでご了承ください。

★本マニュアルに記載される会社名、商品名は各社の商標及び登録商標です。

お使いになる前に

＜梱包の確認＞

次のものが揃っているかどうかを確認して下さい。

万一足りないものがあれば、販売店まですみやかにご連絡下さい。

＊ＡＰ－ＳＨ２Ｆ－４Ａ ＣＰＵボード １枚
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株式会社 アルファプロジェクト
〒431-3114 静岡県浜松市東区積志町 834

FAX (053)401-0035 技術部 担当者宛
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SH2 7046F Starter Kit ユーザーズマニュアル

第１章．概要

１．１ 概要

本キットは、主に以下の製品から構成されます。

・ＳＨ７０４６Ｆ ＣＰＵボード「AP-SH2F-4A」

・ＲＳ２３２アダプタ 「PC-RS-04」

・リモートデバッガ 「VisualMonitor Ver.2 パッケージ限定版」

・Ｆ－ＺＴＡＴ書込ツール 「Flash Writer for 7046」

・ＧＮＵ Ｃコンパイラ 「GNUPro99r1p1 for SH」

１．２ マニュアル構成

本キットのマニュアルは、以下のマニュアルから構成されます。

「SH2 7046F Starter KIT ユーザーズマニュアル」 コンパイルからデバッガの使用方法までの簡易マニュアル。

「SH2 7046F Starter KIT ＣＰＵボード編」 ＣＰＵボードのハードウェアマニュアル

「SH2/SH3 Starter KIT Ｃコンパイラ編」 ｇｃｃの解説マニュアル

「SH2/SH3 Starter KIT リモートデバッガ編」 VisualMonitor の解説マニュアル

１．３ 使用環境

使用機器等 環 境

パーソナルコンピュータ PC/AT 互換機

ＯＳ ＷＩＮＤＯＷＳ９５／９８／ＮＴ４．０／２０００

メモリ ３２Ｍバイト以上を推奨

ハードディスク VisualMonitor １５Ｍバイト以上の空き領域

GNUPro ５０Ｍバイト以上の空き領域

表示 ８００×６００ 以上

ＣＤドライブ ＣＤ－ＲＯＭ読み込み可能なドライブ

ホ

ス

ト

Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

その他 シリアルポート１ＣＨ

ターゲットボード ＡＰ－ＳＨ２Ｆ－４Ａ（ＳＨ７０４６Ｆボード）

ＣＰＵクロック ４９．１５２ＭＨｚ

モニタコード 内蔵フラッシュに書込済み

モニタ使用ＲＡＭサイズ 約４Ｋバイト

タ
ー
ゲ
ッ
ト

シリアルポート ３８．４Ｋｂｐｓ固定

ＲＳ２３２アダプタ ＰＣ－ＲＳ－０４

ＲＳ２３２ケーブル 添付のクロスケーブルを使用

そ
の
他

電源 ５Ｖ／２５０ｍＡ以上の安定化電源

・ＧＣＣコンパイラは、ＷＩＮＤＯＷＳのＤＯＳプロンプトで動作します。

注１）一部のＣＤＲＯＭドライブではＣＤ－Ｒメディアを安定して読み出せないものがあります。

その場合には、他のパソコンでＭＯやＦＤにバックアップして利用するなどしてください。
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図１．３－１ 本キットでのデバッグ環境の構成例

１．４ ＣＤ－ＲＯＭの内容

添付のＣＤ－ＲＯＭには以下のものが収録されています。

\ VM INSTALL VisualMonitor セットアップ
(VisualMonitor 本体)
(モニタプログラム)
(サンプルプログラム)

FW FlashWriter for 7046

GNUPro GNU C コンパイラ(GCC),GNU ツール

DJGPP DJGPP 関連ツール

SAMPLE ROM 化サンプルプログラム

SH_MAN SH7046 シリーズ各種マニュアル

MAN 本キットの各種マニュアル

SCH 回路図

ACROREAD Adobe Acrobat Reader

ホストコンピュータ

機種: PC/AT 互換機
ＯＳ: WINDOWS95/98/NT4.0/2000

ターゲットボード
（モニタは内蔵フラッシュＲＯＭに

書込済み）

CPU ボードのシリアルコネクタに接続

ＰＣ－ＲＳ－０４

ＲＳ２３２クロスケーブル

ＡＰ－ＳＨ２Ｆ－４Ａ

ＣＯＭ１～ＣＯＭ４
に接続
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SH2 7046F Starter Kit ユーザーズマニュアル

１．５ 各ソフトウェアの機能

１．５．１ ＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒ

ＳＨ用に開発されたリモートモニタです。

ｇｃｃと日立Ｃに対応し、従来にない高機能デバッグ環境を提供します。

本製品に添付されているＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒは、ＡＰ－ＳＨ２Ｆ－４Ａでのみ動作します。

メモリマッピングは、内蔵フラッシュにＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒのターゲットモニタとユーザプログラムのコード領域が

配置され、内蔵 RAM にユーザプログラムのデータ領域、スタック領域、モニタ用ワーク領域が配置されます。

１．５．２ ＦｌａｓｈＷｒｉｔｅｒ

Ｆ－ＺＴＡＴ対応ＳＨマイコンの内蔵フラッシュ書き込みソフトです。

本製品に添付されているＦｌａｓｈＷｒｉｔｅｒはＳＨ７０４６Ｆのみに対応しています。

本ソフトウェアは、お客様のターゲットボードでも使用可能ですが、動作保証はいたしません。

１．５．３ ＧＣＣ

本製品には、レッドハット社のＧＮＵＰｒｏ®が収録されています。

ＧＮＵＰｒｏは、ＧＮＵソフトウェアをベースとしたアプリケーション開発ツールキットです。

ＧＮＵＰｒｏには、ｇｃｃのほかにｇｄｂ（デバッガ）やオリジナルのツール類などが含まれています。

本製品に添付されているパッケージは、ホストがＷｉｎｄｏｗｓでターゲットはＳＨ１／ＳＨ２／ＳＨ３／ＳＨ３ｅとなっ

ています。機能的な制限は全くなくＲＯＭ化まで可能です。

ただし、サポート権はありませんので、サポートが必要なお客様はレッドハット社より直接ＧＮＵＰｒｏを購入していただ

く必要があります。
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第２章．ソフトウェアのインストール

２．１ 準備するもの

インストールを始める前に以下のものを準備して下さい。

① パーソナルコンピュータ

前項の使用環境を御覧下さい。

② ターゲット

ＣＰＵボード「ＡＰ－ＳＨ２Ｆ－４Ａ」、ＲＳ２３２アダプタ「ＰＣ－ＲＳ－０４」

③ インストールディスク

本キットに添付されているＣＤ－ＲＯＭ

④ ＲＳ２３２ケーブル

添付のクロスケーブルをご使用ください。

⑤ 電源

５Ｖ／２５０ｍＡ以上の電源

２．２ デバッガ(VisualMonitor)のインストール

VisualMonitor は、ＰＣ上で動作するコントロールソフトと、ターゲットボード上のＲＯＭに載せるターゲットモニタソフトの

２種類のソフトウェアで構成されます。

２．２．１コントロールソフトのインストール

① ＣＤ－ＲＯＭ内の\Vm\Install\SETUP.EXE を実行して下さい。

② セットアップウィザードに従って、プログラムをインストールして下さい。

２．２．２ ターゲットモニタソフトのインストール

ターゲットモニタソフトは、VisualMonitor のインストールフォルダ以下の\Target\7046fkit.sr です。

ターゲットモニタソフトは、ご購入時に既に内蔵フラッシュＲＯＭに書き込まれていますので、特にインストール等は必要あり

ません。

誤ってターゲットモニタソフトを消去してしまった場合には、付属のＦｌａｓｈＷｒｉｔｅｒを使用して 7046fkit.sr を内蔵フ

ラッシュに書き込んでください。
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２．２．３ ディレクトリ構成

\Vmonikit\7046f 以下にインストールした場合、ディレクトリ構成は以下のようになります。

\Vmonikit

２．２．４ デバッガの動作確認

① ＰＣとターゲットを添付のＲＳ２３２クロスケーブルで接続します。

② VM2.exe を実行すると、VisualMonitor が起動しメインウィンドウが表示されます。

③ [システム]メニューから[ポート設定]を選択し、使用するＣＯＭポート番号を設定します。

④ ターゲットの電源を投入するかリセットをすると、正常であればメッセージウィンドウが開き、「ターゲットがリセットされ

れました」のメッセージが表示されます。メッセージが表示されない場合には、ＣＯＭポート番号を再度確認して下さい。

２．３ Ｆ－ＺＴＡＴ書込ソフト(FlashWrier)のインストール

特にインストーラは用意されておりませんので、￥ＦＷ以下の FW7046.EXE を適当なフォルダにコピーしてください。

２．４ コンパイラ(ｇｃｃ)のインストール

\GNUPro 以下の Setup.exe を実行してください。

インストール方法の詳細は、「コンパイラ編」をご覧ください。

VisualMonitor 本体（VM2.EXE）

¥Target
¥Sample

ターゲットモニタソフト

サンプルプログラム

¥ROM 化

¥lib
¥Header

ROM 化ファイル

ユーザログライブラリ

ユーザログヘッダファイル

¥7046f
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第３章．チュートリアル

本章では、サンプルプログラムを使用して、コンパイルからデバッガの使い方までを簡単に説明します。

サンプルプログラムの内容については、プログラム中のコメントを参考にしてください。

３．１ サンプルプログラム

3．1．1 サンプルプログラムの構成

サンプルプログラムは、以下の処理をおこなっています。

・ユーザログの出力

・cmt0 で 10ms の割り込みを発生させ、PA0～PA7、PA10～PA15 を 10msec 間隔で ON/OFF します。

・mtu0 で 5ms の割り込みを発生させ、PB2～5 を 5msec 間隔で ON/OFF します。

・LD2（ＣＰＵボード上の緑の LED）を 5msec 間隔で ON/OFF します。

サンプルプログラムはＧＣＣ用と日立Ｃ用の２種類が用意されています。

サンプルプログラムの構成は次のようになっています。（VisualMnitor を\Vmonikit\7046f ディレクトリにインストールした場合）

＜ＧＣＣ用＞ \Vmonikit\7046f\Sample\gcc

プログラムソースファイル

sh7046s.h ＳＨ７０４６シリーズレジスタ定義

gmachine.h SH2 MPU 依存命令ヘッダファイル定義

gmachine.c SH2 MPU 依存命令

crt0.s スタートアップルーチン

main.c メイン処理ルーチン

UserLog.h USERLOG 関数ライブラリヘッダ

Sh2ul.a USERLOG 組み込み関数ライブラリ (\Vmonikit\7046f\lib に格納)

コンパイル用ファイル

sh2f_4a.bat コンパイル、リンクのバッチファイル

makefile make 用定義ファイル

sh2f_4a.p コンパイル用パラメータファイル

sh2f_4a.x リンカスクリプトファイル

コンパイル出力ファイル

sh2f_4a.out 実行ファイル（デバック情報有り）

sh2f_4a.map マップファイル
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＜日立Ｃ用＞ \Vmonikit\7046f\Sample\hitachi

プログラムソースファイル

sh7046s.h ＳＨ７０４６シリーズレジスタ定義

gmachine.h SH2 MPU 依存命令ヘッダファイル定義

gmachine.c SH2 MPU 依存命令

section.src セクション定義ファイル

main.c メイン処理ルーチン

UserLog.h USERLOG 関数ライブラリヘッダ

Sh2ul.lib（Ver6 以前用）

sh2uld.lib(Ver6 以降用)

USERLOG 組み込み関数ライブラリ (\Vmonikit\7046f\lib に格納)

コンパイル用ファイル

makeall.bat（Ver6 以前用）

makeall6.bat（Ver6 以降用）

コンパイル、リンクのバッチファイル

コンパイル出力ファイル

sh2f_4a.abs 実行ファイル（デバック情報有り）

sh2f_4a.map マップファイル
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3．1．2 サンプルプログラムのコンパイル（ＧＣＣ）

それでは、ＧＣＣを使用して実際にサンプルプログラムをコンパイルする手順を説明します。

VisualMoitor は C:\vmonikit に、GNUPro は C:\Cygnus にインストールしたものとして説明します。

①スタートメニューから Cygnus GNUPro TOOLkit gnupro-99r1p1 を起動します。

②すると次のようなＤＯＳプロンプト画面が表示されます。

このとき、「環境変数のための領域が足りません」というメッセージが表示された場合には、環境変数領域サイズを設定

する必要があります。詳しくはマニュアル「Ｃコンパイラ編」をご覧ください。

③サンプルプログラムフォルダに移動します。次のようにコマンドを入力してください。

サンプルプログラムを他のフォルダにコピーしてあった場合には該当するフォルダに移動してください。

>CD C:\vmonikit\7046f\sample\gcc

④次にｇｃｃを起動してコンパイルをおこなってみます。

次のように入力します。

＞sh-hms-gcc @sh2f_4a.p
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するとコンパイルが実行されて、次のような表示になります。

コンパイルが成功すると sh2f_4a.out と sh2f_4a.map が作成されます。

上記の方法は、パラメータファイルを使用してコンパイルを実行した方法です。

本製品のサンプルには以下の３種類のコンパイル方法が用意されています。どのコンパイル方法をおこなっても、

生成されるコンパイル結果は同じです。各コンパイル方法の詳細については本製品マニュアルの「Ｃコンパイラ編」

をご覧ください。

（１）パラメータファイルを使用する方法

gcc にあらかじめ作成したパラメータファイルを指定してコンパイルをおこなう方法です。

記述が簡潔でわかりやすい利点があります。

（２）バッチファイルを使用する方法

アセンブラからコンパイル、リンクまでの各手順を記述したバッチファイルを実行する方法です。

各ファイル毎に詳細なパラメータの指定などが可能です。

（３）ｍａｋｅを使用する方法

バイナリツールである make を使用する方法です。

make は以前に作成されたオブジェクトファイルと元となるソースコードを比較し、ソースコードが更新されて

いないファイルについてはコンパイルを行いません。これにより無駄なコンパイルが省略され、コンパイル時

間が短縮されます。
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③それでは、バッチファイルを実行してコンパイルをおこなってみます。

次のように実行します。

＞sh2f_4a.bat

上記のようにパラメータファイルを使用した場合とほとんど変わらない表示がされ、同様に sh2f_4a.out

と sh2f_4a.map が作成されます。

③それでは、make でコンパイルを実行してみます。

＞make

ｍａｋｅでは、同一フォルダ内にある makefile を参照してコンパイルが実行されます。

結果は、先の２つの方法と同様です。

リスト３．１－１～３．１－３に各ファイルの簡単な説明を記載します。変更する場合の参考にしてください。

各パラメータの詳細については、マニュアル「Ｃコンパイラ編」を参照してください。
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リスト３．１－１ ｓｈ２ｆ＿４ａ．ｐ

＊1 リンカスクリプトの詳細は［Ｃコンパイラ編」をご覧ください。

リスト３.１－２ ｍａｋｅｆｉｌｅ

INCPATH =

LIBPATH = C:/VMonikit/7046f/lib/

AS = sh-hms-gcc

CC = sh-hms-gcc

LD = sh-hms-gcc

OBJCOPY = sh-hms-objcopy

TARGET = sh2f_4a

CFLAGS = -c -v -g -m2

LDFLAGS = -v -m2 -nostartfiles -Wl,-t,-Map ${TARGET}.map -Tsh2f_4a.x

SRCS = crt0.s main.c gmachine.c

OBJS = crt0.o main.o gmachine.o

LIBS = ${LIBPATH}SH2UL.a

${TARGET}.out:${OBJS} ${TARGET}.x makefile

${LD} ${LDFLAGS} -o ${TARGET}.out ${OBJS} ${LIBS}

crt0.o:crt0.s

${CC} ${CFLAGS} crt0.s -o crt0.o

main.o:main.c

${CC} ${CFLAGS} main.c -o main.o

gmachine.o:gmachine.c

${CC} ${CFLAGS} gmachine.c -o gmachine.o

コンパイルするソースファイルを

指定

オブジェクトファイルを生成する

ファイル名を指定

-v

-g

-m2

-nostartfiles

-Wl,-t,-Map sh2f_4a.map

-o

sh2f_4a.out

crt0.s

main.c

gmachine.c

-T sh2f_4a.x

c:\VMonikit\7046f\lib\sh2ul.a
VisualMonitor のインストール

ディレクトリを指定

リンクスクリプトファイル指定 *1

出力ファイル名指定

VisualMonitor のインストール

ディレクトリを指定

コンパイルするファイル名を指定

リンクするオブジェクトファイル

を
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リスト３.１－３ ｓｈ２ｆ＿４ａ．ｂａｔ

rem 環境に合わせて各実行ファイルやライブラリのパスの設定を変更してください

echo OFF

echo -v -m2 -nostartfiles > sh2f_4a.lnk

echo -Wl,-t,-Map sh2f_4a.map >> sh2f_4a.lnk

echo -o sh2f_4a.out >> sh2f_4a.lnk

echo crt0.o >> sh2f_4a.lnk

echo main.o >> sh2f_4a.lnk

echo gmachine.o >> sh2f_4a.lnk

echo -Tsh2f_4a.x >> sh2f_4a.lnk

echo c:\VMonikit\7046f\lib\sh2ul.a >> sh2f_4a.lnk

echo ON

sh-hms-gcc -c -v -t -g -m2 main.c -o main.o

sh-hms-gcc -c -v -t -g -m2 crt0.s -o crt0.o

sh-hms-gcc -c -v -g -m2 gmachine.c -o gmachine.o

sh-hms-gcc @sh2f_4a.lnk

＊マップファイル名(sh2f_4a.map）等は適宜修正してください。

VisualMonitor のインストール

ディレクトリを指定

リンクファイル名を指定

オブジェクトファイルを生成する

ファイル名を指定

出力ファイル名を指定

リンカスクリプトファイル指定
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3．1．３ サンプルプログラムのコンパイル（日立Ｃ）

日立Ｃを使用してコンパイルを行なう場合にはバッチファイルを使用します。

バッチファイルには日立ＳＨＣのバージョンによって２種類用意されてあります。

・日立ＳＨＣ Ｖｅｒ６以前 makeall.bat

・日立ＳＨＣ Ｖｅｒ６以降 makeall6.bat

これらをＤＯＳプロンプト上ですれば、サンプルプログラムがコンパイルされ、sh2f_4a.abs と sh2f_4a.map が生成されます。

ただし、実行する前にコンパイラのインストール環境に合わせて変更する必要があります。

リスト３．１－４を参考に該当する内容を変更してください。

リスト３．１－４ ｍａｋｅａｌｌ．ｂａｔ

途中でエラーが発生した場合にはパスの指定を再度見直してください。

rem 環境に合わせて各実行ファイルやライブラリのパスの設定を行なってください

echo off

echo debug > sh2f_4a.sub

echo input section.obj >> sh2f_4a.sub

echo input main.obj >> sh2f_4a.sub

echo input gmachine.obj >> sh2f_4a.sub

echo library %shc_lib%\..\lib\shcnpic.lib >> sh2f_4a.sub

echo library C:\VMonikit\7046f\lib\SH2UL.lib >> sh2f_4a.sub

echo entry _boot >> sh2f_4a.sub

echo output sh2f_4a.abs >> sh2f_4a.sub

echo print sh2f_4a.map >> sh2f_4a.sub

echo rom (D,R) >> sh2f_4a.sub

echo start P,C,D (00008000) >> sh2f_4a.sub

echo start R,B (0ffffd400) >> sh2f_4a.sub

echo exit >> sh2f_4a.sub

echo on

shc /op=0 /cpu=SH2 /debug /show=ob,noso main.c > err

shc /op=0 /cpu=SH2 /debug /show=ob,noso gmachine.c >>err

asmsh section.src -debug -NOLIST -CR -SE >>err

lnk /subcommand=sh2f_4a.sub

VisualMonitor のインストール

ディレクトリを指定

shc_lib は日立ＳＨＣの環境変数です。

詳しくは日立ＳＨＣのマニュアルをご

覧ください

コード領域の開始アドレスを指定

変更する必要はありません。

データ領域のアドレスを指定

変更する必要はありません
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３．２ リモートデバッガ

３．２．１ デバッグ環境の準備

デバッグをおこなう為に環境を準備します。

事前に、ＣＰＵボードの基板端の４箇所の取り付け穴を利用してスペーサ等を取り付けておいてください。

① まず、パソコンとＣＰＵボードを添付のＲＳ２３２ケーブルで接続してください。

この時、使用するパソコンのＣＯＭポート番号（ＣＯＭ１～ＣＯＭ４）を確認します。

接続は、概要の図１．３－１を参考にしてください。

② ＣＰＵボードに電源を接続します。

電源は５Ｖ／２５０ｍＡ以上のもので電源ＳＷが付いているものを用意してください。

添付の電源用ハーネスで接続します。

３．２．２ リモートデバッガの起動と使用方法

リモートデバッガでサンプルプログラムを動作させてみます。

① 最初に VisualMonitor を起動します。

Ｗｉｎｄｏｗｓの「スタートメニュー」の「プログラム」から SH2 7046F Starter Kit→VM2 を選択し、実行します。

実行すると、VisualMonitor の初期画面が表示されます。

図３．２．－１ VisualMonitor 初期画面
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② 次にＣＰＵボードの電源を入れます。

既にＣＰＵボードの電源が入っている場合には、ＣＰＵボード上の白いプッシュＳＷ（リセットボタン）を押します。

VisualMonitor の画面に以下のメッセージダイアログが表示されるので、ＯＫをクリックしてください。

上記メッセージが表示されない場合には、ＳＷが以下の設定になっているか確認してください。

なっていない場合には、設定を修正して、リセットＳＷを押してください。

＜ＳＷ設定＞

上記のＤＩＰ－ＳＷの設定も間違いなく、メッセージが表示されない場合には、ＣＯＭポートの設定を確認します。

デフォルトではＣＯＭ１になっているので、ＣＯＭ１以外を使用してする場合には設定が必要です。

「システム」メニューの「ポート設定」を選択すると、以下のダイアログが表示されるので、使用するＣＯＭポー

トを選択して変更してください。

以上の設定でもメッセージが出力されない場合には、何らかの原因でＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒのモニタ部が消去されて

いる可能性があります。

その場合は、\Vmonkit\7046F\target\の 7046fkit.sr を FlashWriter で再度ＣＰＵの内蔵フラッシュに書き込みます。

書き込み方法は後述の第 4 章の内蔵フラッシュＲＯＭの書き込み方法をご覧ください。

書き込んだ後、①の手順より再度行ってください。

図３．２－２ リセットメッセージ

ON

４３２１

Ｓ１

図３．２－３ ＣＯＭポートの設定

５ ６

ＣＰＵモード ：ユーザプログラムモード

ＣＬＫモード ：入力クロック×４（システムクロック）

入力クロック×２（周辺クロック）
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③ 次にコンパイラを設定します。

「システム」メニューより「コンパイラ」を選択し、該当するコンパイラを選択します。

④ 次にＣＰＵを設定します。

「システム」メニューより「ＣＰＵ」を選択し、該当するＣＰＵを選択します。

⑤ 次にＦｌａｓｈＲＯＭの消去をします。

「ファイル」メニューより「フラッシュＲＯＭクリア」を選択すると以下のダイアログが表示されます。

パラメータに「ＡＬＬ」を選択してＯＫをクリックします。

ダイアログが閉じれば消去終了です。

図３．２－５ ＣＰＵの選択

図３．２－４ コンパイラの選択

図３．２－６ ＦｌａｓｈＲＯＭクリア
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⑥ 次にサンプルプログラムをロードします。

「ファイル」メニューより「ダウンロード」を選択すると以下のダイアログが表示されるので、\Vmonkit\7046f\sample

\gcc の sh2f_4a.out（日立ｃの場合は\Vmonkit\7046f\sample\hitachi\sh2f_4a.abs）を選択して開くをクリックしま

す。

一番最初にダウンロードをする場合には、以下のダイアログが表示されるので、ＵＢＣ優先を選択し、ＯＫを押してください。

ダウンロードが開始されると、以下のダイアログが表示されます。ダウンロードは数秒で終了します。

図３．２－９ ダウンロード表示

図３．２－８ ブレーク設定

図３．２－７ダウンロードファイルの選択
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⑦ 次にサンプルプログラムを実行します。

ダウンロードすると、プログラムカウンタの値が、ユーザプログラムの先頭になると同時にソースプログラムが表示され、

プログラムの先頭に黄色いバーが表示されます。

続けてステップ実行ボタンを押すと、黄色いバーが移動していきます。これは次に実行するプログラム位置を示しています。

また、レジスタウィンドウを確認すると各レジスタ値が変化するのが判ります。

⑧ ステップ実行でプログラムが動作していることが確認できれば、次にプログラムを連続実行してみます。

上図の実行ボタンをクリックすると、状態表示が実行中になり、停止ボタンがアクティブになります。

この状態でプログラムは実行されています。実行中は VisualMonitor の制御は関わらないため、速度の低下等はありません。

停止ボタンを押すとプログラムは停止状態となり、停止位置が表示されます。

ステップ実行ボタン

実行位置

図３．２－１０ ステップ実行

状態表示

実行ボタン
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⑨ 次にブレークポイントを設定して任意の位置でプログラムを停止させてみます。

まず、ソース上の停止させたい行でマウスを右クリックします。

すると、ブレークメニューが表示されるので「ブレーク設定」表示部分にマウスを移動し、選択状態にします。

その状態で左クリックすると、選択した行に赤いアンダーバーが表示されます。

これでブレーク位置が設定されたので、実行ボタンを押すと設定した位置でプログラムが停止します。

※ 7046F Starter Kit の場合、フラッシュ ROM へユーザプログラムをダウンロードしますのでソフトウェア（ＴＲＡＰ）ブレークが使

用できません。

そのため、ブレークポイントは同時に１個所のみの設定となりますのでご注意下さい。

ブレーク設定の解除も、右クリックで行います。詳細は「リモートデバッガ編」を参照してください。

図３．２－１１ ブレーク設定

ブレークポイント設定
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⑩ 次に変数の値を表示してみます。

ソース上の値を表示させたい変数名にマウスカーソルを位置付けて左ダブルクリックします。すると、変数の内容が

１０進数と１６進数で表示されます。

さらにグローバル変数の場合は、Watch 登録ボタンが表示されるのでボタンを左クリックするとウォッチウィンドウに

変数が自動登録されます。変数表示はグローバル変数とローカル変数に対応しています。配列変数はアドレス表示しか

されませんので、メモリウィンドウと組み合わせてご使用ください。変数表示ウィンドウは、別の操作をすると自動的に

消えます。

３．２．３ その他の機能

VisualMonitor には、その他の機能としてウォッチ、メモリダンプ、メモリ編集、ユーザログ出力等、様々な機能があります。

それらの機能については別冊の「リモートデバッガ編」を参照してください。

図３．２－１２ 変数表示
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３．２．４ サンプルプログラムのメモリマップ

サンプルプログラムのマッピングは下図のようになっています。

本キットのマッピングは固定となっており、内蔵フラッシュの先頭からＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒのターゲットモニタ、

ユーザプログラムのコード領域が配置され、ＲＡＭの先頭からベクタ、ユーザプログラムのデータ領域、スタック領域、モニタの

ワーク領域の順番となっています。

本製品では、ユーザプログラムを組む際には基本的に同一の配置にしてプログラムを作成する必要があります。

00000000H

00007FFFH

ＶｉｕｓａｌＭｏｎｉｔｏｒ
（ターゲットモニタ）

３２Ｋバイト

00000000H

00008000H

0003FFFFH

内蔵フラッシュ ROM
２５６Ｋバイト

0003FFFFH

ユーザプログラム
コード領域

２２４Ｋバイト

00040000H

FFFF7FFFH
FFFF8000H

FFFFBFFFH

内蔵 I/O レジスタ

FFFFC000H

FFFFCFFFH

FFFFD000H

FFFFD3FFH

ベクタテーブル
１Ｋバイト

FFFFD000H

FFFFD400H

ユーザプログラム
データ領域

FFFFEFFFH

ユーザプログラム
スタック領域

FFFFF000H

FFFFFFFFH

内蔵 RAM
１２Ｋバイト

FFFFFFFFH

モニタ用ワークエリア
４Ｋバイト

SH7046 メモリマップ サンプルプログラムメモリマッ

プ

７Ｋバイト
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３．２．５ ＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒ正規版との違い

本キットに付属するＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒ／ＳＨはＡＰ－ＳＨ２Ｆ－４Ａボードでのみ動作し、

正規版と以下の点が異なっています。

１．アドレスマップが固定

正規版では、ユーザターゲットに合わせ、カスタマイズが可能となっています。

２．ＳＨ７０４６のみ対応

正規版では、ＳＨ１、ＳＨ２、ＳＨ３の各シリーズに対応しています。

３．通信レート

正規版では、９６００ｂｐｓ～１１５．２ｋｂｐｓまで通信速度を選択できます。

また、限定版のターゲットモニタは正規版と互換性はありませんので、注意してください。
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第４章．内蔵フラッシュＲＯＭ

４．１ 内蔵フラッシュＲＯＭの書き込み方法

AP-SH2F-4A では２５６ＫｂｙｔｅのフラッシュＲＯＭを内蔵したＳＨ７０４６Ｆを採用しています。

内蔵フラッシュＲＯＭには添付のソフトを利用してオンボードでユーザプログラムの書き込みが可能です。

なお、添付ソフトはＷＩＮＤＯＷＳ９５／９８/ＮＴ４．０／２０００対応で書き込みモードはブートモードのみです。

VisualMonitor のターゲットプログラムやユーザプログラムを書き込む場合に使用してください。

１）書き込みソフト（ＦＬＡＳＨ ＷＲＩＴＥＲ）の準備

① ＣＤ－ＲＯＭ内の\FW\FW7046.EXE を適当なフォルダにコピーします。

２）ボードの準備

① モードの設定

ＣＰＵのモードを以下の設定に合わせます。設定は電源を切った状態でおこなってください。

３）書き込み手順

① パソコンとボードをクロスケーブルで接続します。

② FW7046.EXE をダブルクリックしてＦＬＡＳＨ ＷＲＩＴＥＲを起動します。

③ [設定]メニュー→[CPU 設定]でダイアログを開き、CPU 動作クロックに 49.152 を入力し、適用ボタン

を押して設定します。

④ [設定]メニュー→[COM ポート選択]より使用するパソコンのＣＯＭポートを選択します。

⑤ ＣＰＵボードの電源を投入します。

⑥ [ファイル]メニュー→[開く]より、ダウンロードするファイルを選択します。（ダウンロード可能

なファイルはモトローラＳフォーマットのみです）

⑦ 自動的に書き込みを開始します

ＦＷＰ ： Ｌ

ＣＰＵモード ：ブートモード

ＣＬＫモード ：入力クロック×４（システムクロック）

入力クロック×２（周辺クロック）

ON

４３２１

Ｓ１

５ ６
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４）動作の確認

① ＣＰＵのモードを以下の設定に合わせます。

② 電源を投入すると、プログラムが動作します。

例）ユーザプログラムモード

入力クロック×４（システムクロック）

入力クロック×２（周辺クロック）
ON

４３２１

Ｓ１

５ ６

ＦＷＰ ： モード３の場合はＬ

： ユーザプログラムモードの場合はＨ

ＣＰＵモード ： モード３もしくは、ユーザプログラムモード

ＣＬＫモード ： 任意

※ ＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒを動作させる場合には、 ユーザプログラムモードにし、システムクロックは×４、

周辺クロックは×２に設定して下さい。
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第５章．ＲＯＭ化

５．１ ユーザプログラムのＲＯＭ化

デバッグ後のプログラムをＲＯＭ化する方法について説明します。

また、以下に説明するＲＯＭ化プログラムは、ＲＯＭ化の手法一例であり、ユーザがブートプログラムや割り込み

ベクタ等を別プログラムで記述することによってもＲＯＭ化は可能です。それらの方法によるサンプルは、

ＣＤ－ＲＯＭ内の\sample フォルダに収録されていますので参考にしてください。

５．１．１ ＲＯＭ化用ファイル

本製品には、デバッグ後のユーザプログラムをＲＯＭ化するためのファイル群を添付しています。

ファイルは、インストールフォルダ内の以下のフォルダに収められています。

ｇｃｃ用ＲＯＭ化ファイル インストールフォルダ￥ＲＯＭ化￥ｇｃｃ￥

日立Ｃ用ＲＯＭ化ファイル インストールフォルダ￥ＲＯＭ化￥ｈｉｔａｃｈｉ￥

フォルダ内には以下のファイルが収められています。

・cpu.h ダミーヘッダファイル

・rom.c ブートプログラム

・rom_asm.s(src) 割り込み処理

・rom_int.c 割り込みハンドラ

・set.h 各種設定ファイル

・sh2f_4a.bat 生成用バッチファイル（ＧＣＣ）

・sh2f_4a.x 生成用リンカスクリプトファイル（ＧＣＣ）

・makefile ｍａｋｅ定義バッチファイル（ＧＣＣ）

・makeall.bat 生成用バッチファイル（日立ＳＨＣ Ver6 以前）

・makeall6.bat 生成用バッチファイル（日立ＳＨＣ Ver6 以降）

これらのファイル群を利用すれば、デバッグしたユーザプログラムを変更することなくＲＯＭ化が可能です。

なお、ＲＯＭ化用ファイルは全てソースコードで提供しておりますので参考にしてください。
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５．１．２ ＲＯＭ化プログラムの構造

本製品に添付されているＲＯＭ化プログラムは、基本的にデバッグしたユーザプログラムを変更することなく

ＲＯＭ化することを前提としています。添付のサンプルプログラムを使用した場合を例に、構造を以下に示します。

ブートプログラム rom.c , rom_asm.s

割り込みハンドラ rom_int.c

ユーザプログラム

crt0.s(gcc のみ)

main.c

xxxx.c(ユーザが任意にリンクした

プログラム）

割り込みベクタ

変数領域

スタック

デバッグ用プログラムとの違い

① ブートプログラム モニタプログラムの代わりとなるブートプログラムを配置します。

サイズは１Ｋバイト以下になります。（ブートプログラム＋割り込みハンドラ）

② ユーザプログラム ＲＯＭ領域に配置します。

③ スタック ユーザプログラム用のスタックのみとなります。

④ ユーザログ ユーザログは出力されません。

５．１．３ ＲＯＭ化の手順

サンプルプログラムを例にＲＯＭ化手順を説明します。

① ユーザプログラムのフォルダをコピーし、前述のＲＯＭ化ファイルをコピーします。

② ＧＣＣの場合は、sh2f_4a.bat（バッチファイル）か makefile を使用します。日立Ｃの場合は、バージョンに合わ

せて makeall.bat か makeall6.bat を使用します。それぞれを必要に応じて編集します。

編集方法は前述の「サンプルプログラムのコンパイル」を参照してください。

③ バッチや make を実行します。エラーが発生した場合にはエラーリストを出力して適宜修正してください。

④ 生成されたモトローラｓフォーマットファイル（*.sr もしくは*.mot)を FlashWriter で内蔵ＲＯＭに書きこんで動作

を確認してください。

ＲＯＭ領域

ＲＡＭ領域

ROM 化フォルダ

ユーザプログラム

のコピー

cpu.h
rom.c
rom_asm.s(src)
rom_int.c
set.h

sh2f_4a.bat(gcc)
makefile(gcc)
makeall.bat(日立)
makeall6.bat(日立)

sh2f_4a.x(gcc)

いずれか一つ



27

SH2 7046F Starter Kit ユーザーズマニュアル

第６章．その他

６．１ ＲＳ２３２変換アダプタ（ＰＣ－ＲＳ－０４）

６．１．１ 概要

ＰＣ－ＲＳ－０４は、アルファボードシリーズのインターフェースコネクタに接続して使用するＲＳ２３２レベル

変換ユニットです。３Ｖ～５．５Ｖまでの電圧範囲に対応しています。

６．１．２ 仕様

ＰＣ－ＲＳ－０４仕様

ドライバ ＳＰ３２３２ＥＵＣＡ（ＳＩＰＥＸ社）

最大通信速度 １Ｍｂｐｓ

入出力電圧 ＲＳ２３２入力電圧 ：ＭＡＸ±２５Ｖ

ＲＳ２３２出力電圧 ：ＭＩＮ±５．０Ｖ

外部接続 ＴＴＬ側 ：６ＰＩＮコネクタ 日圧 ＮＨコネクタ

ＲＳ２３２側：Ｄ―ＳＵＢ９Ｐｉｎ オス（ＥＩＡ―５７４準拠）

電源電圧 ＋３．０Ｖ～５．５Ｖ

自己消費電流 １．０ｍＡ（無負荷時）

使用環境条件 ０～７０℃ ２０～８０％ＲＨ 結露なし

寸法 ３８ｍｍ×４４ｍｍ

添付品 ＣＰＵボード接続用ハーネス（６Ｐ）

６．１．３ 設定

１）ＪＰ１

ＣＰＵボード側と接続する信号を設定します。

通常はＣＴＳとＲＴＳの組み合わせ、もしくはＤＳＲとＤＴＲの組み合わせで使用してください。

※１ ＣＴＳとＲＴＳを使用するか、もしくはＤＳＲとＤＴＲを使用するかの選択はＪＰ３の設定に依存します。

ＣＴＳとＲＴＳを使用しない場合は以下のように短絡してご使用いただけます。

ＪＰ１

ＪＰ１

ＣＴＳ：ＣＴＳを使用する（もしくはＤＳＲを使用する）

ＲＴＳ：ＲＴＳを使用する（もしくはＤＴＲを使用する）※１

ＲＴＳとＣＴＳを本ボード内で短絡します。

市販のクロスケーブル等を使用する場合に有効です。

RTS

CTS

RTS

CTS

出荷時設定
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２）ＪＰ２

相手側外部機器に電源を供給する場合に使用します。

通常はＯＦＦ（未半田）にしてください。

３）ＪＰ３

相手側機器（ＰＣ等）とＲＳ２３２レベルで接続する信号を設定します。

通常はＣＴＳとＲＴＳの組み合わせ、もしくはＤＳＲとＤＴＲの組み合わせで使用してください。

ＣＴＳとＲＴＳを使用しない場合は以下のように短絡して御使用いただけます。

上記の設定は前述のＪＰ１でＲＴＳとＣＴＳを短絡した場合と等価です。

ＪＰ２

出荷時設定（未半田）

ＯＮ（半田で短絡）：Ｄ―ＳＵＢの９ＰＩＮにＶＣＣを接続しま

す。

ＪＰ３

ＪＰ３

ＤＳＲ：ＤＳＲを使用する（ＣＴＳは使用しない）

ＤＴＲ：ＤＴＲを使用する（ＲＴＳは使用しない）

ＣＴＳ：ＣＴＳを使用する（ＤＳＲは使用しない）

ＲＴＳ：ＲＴＳを使用する（ＤＴＲは使用しない）

ＲＴＳとＣＴＳを本ボード内で短絡します。

市販のクロスケーブル等をご使用の場合に有効です。DTR

CTS

RTS

DSR

DTR

CTS

RTS

DSR

出荷時設定
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６．１．４ 接続方法

本ユニットをパソコン等と接続する場合のケーブル結線例を以下に示します。

市販のＲＳ２３２クロスケーブルをご使用いただけます。

ケーブル結線例

信号名 D-SUB 9PIN D-SUB 9PIN D-SUB

25PIN

信号名

Ｎ．Ｃ １ １ ８ ＤＣＤ

ＲｘＤ ２ ２ ３ ＲｘＤ

ＴｘＤ ３ ３ ２ ＴｘＤ

Ｎ．Ｃ ４ ４ ２０ ＤＴＲ

ＧＮＤ ５ ５ ７ ＧＮＤ

Ｎ．Ｃ ６ ６ ６ ＤＳＲ

ＲＴＳ ７ ７ ４ ＲＴＳ

ＣＴＳ ８ ８ ５ ＣＴＳ

Ｎ．Ｃ ９ ９ ２２ ＲＩ

６．１．５ 外形寸法

図６．１ ＰＣ－ＲＳ－０４基板寸法図

Ｄ－ＳＵＢ ９ピン メス

38
.0

0

44.00

24.00

4.00

4.
00

4.
00

CN2

JP2

JP3

JP1

CN
1

4-φ3.50

両面GNDﾗﾝﾄﾞφ7.00





31

６．１．６ 回路図

図６．２ ＰＣ－ＲＳ－０４回路図
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６．２ 付属品

６．２．１ ＲＳ２３２ケーブル

添付のＲＳ２３２ケーブルの結線を以下に示します。

ケーブル結線（クロスケーブル）

信号名 D-SUB

9PIN(ﾒｽ)

D-SUB

9PIN(ﾒｽ)

信号名

ＤＣＤ １ １ ＤＣＤ

ＲｘＤ ２ ２ ＲｘＤ

ＴｘＤ ３ ３ ＴｘＤ

ＤＴＲ ４ ４ ＤＴＲ

ＧＮＤ ５ ５ ＧＮＤ

ＤＳＲ ６ ６ ＤＳＲ

ＲＴＳ ７ ７ ＲＴＳ

ＣＴＳ ８ ８ ＣＴＳ

ＲＩ ９ ９ ＲＩ

SHELL SHELL



33

SH2 7046F Starter Kit ユーザーズマニュアル

第７章．本製品のサポートについて

７．１ 質問の受け付け

ＣＰＵボード､ＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒ､ＦｌａｓｈＷｒｉｔｅｒの質問については弊社ホームページのＱ＆Ａをご覧

ください。

また、それ以外の質問についても随時受け付けておりますので、下記のＦＡＸもしくはＥ―ＭＡＩＬで受け付けております。

なお、正確な回答を行うために、電話による受け付けは基本的にお断りしておりますので、御了解

ください。

ＣＰＵの使用方法及びユーザアプリケーションに関する質問等、技術指導的な質問については御遠慮ください。

本キットに付属するＧＣＣコンパイラ（ＧＮＵＰｒｏ）は，弊社ではサポート及び保証はおこなっておりません。

これらのサポートを受ける場合にはレッドハット株式会社より直接ＧＮＵＰｒｏを購入していただく必要があります。

レッドハット社ＵＲＬ ： http://www.jp.redhat.com

なお、弊社作成の各サンプルプログラムについては動作の確認をおこなっておりますが、製品保証範囲ではありませんので

御了承ください。

７．２ バージョンアップ

ＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒパッケージ限定版、ＦｌａｓｈＷｒｉｔｅｒについては、弊社で致命的な不具合があると判断

した場合のみ、バージョンアップデータの提供をいたします。

バージョンアップデータは弊社ホームページにて提供いたします。

ＧＣＣについてはバージョンアップサービスをご希望のお客様はレッドハット株式会社よりご購入ください。

株式会社 アルファプロジェクト
〒431-3114 静岡県浜松市東区積志町 834

FAX (053)401-0035 技術部 担当者宛

E-MAIL query@apnet.co.jp

HOME-PAGE http://www.apnet.co.jp

お問い合わせ先
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第８章．Ｑ＆Ａ

Ｑ＆Ａは、弊社ホームページで随時更新しておりますので、トラブルシューティングにお役立てください。

Ｑ１．リアルタイムＯＳなどでユーザプログラムがスタックを切り替えているが、問題なく動作しますか？

Ａ１．ＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒとユーザプログラムの使用するスタックは別エリアとなっておりますので、特に問題な

く動作します。 （弊社製ＲＥＡＬｉの場合）。ただし、ＯＳの種類によってはスタックポインタを直接操作するものや

割り込みベクタを操作するものがありますので、それらについては正しくデバッグできない場合があります。

Ｑ２．ＧＣＣでサンプルプログラムをコンパイルしたが、コンパイルエラーが大量に出てしまった。

Ａ２．コンパイルで問題が発生するのは、ほとんどの場合コンパイラオプションの指定ミスによるものです。

特に-m1,-m2,-m3 指定誤り及び-ansi 指定などは注意してください。

また、コンパイラオプションは環境変数でも指定されるので、AUTOEXEC.BAT などで間違ったオプションを指定して

いないかなどもチェックしてください。

Ｑ３．ＧＣＣでサンプルプログラムをコンパイルしたが、リンクエラーが出てしまう。

Ａ３．ほとんどがＰＡＴＨ指定ミスによるものです。

ご使用の環境に合わせて正しく変更されているかご確認ください。

Ｑ４．ＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒの通信レートは変更できないのでしょうか？

Ａ４ 限定版は３８．４Ｋｂｐｓ固定となっていて変更できません。正規版では 9600bps～115.2Kbps まで対応しています。

Ｑ５．デバッグ中にＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒへ制御が戻らなくなってしまう。

Ａ５．原因としては、

・ユーザプログラムで割り込みマスクを１５に設定している

・ユーザプログラムでＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒが使用しているシリアルポートの設定を変更している。

・ユーザプログラムでＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒが使用するＲＡＭエリアを書き換えている。

その他にも様々な原因が考えられます。

ＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒは、ターゲット上の実チップで動作するため、ユーザプログラムで不正な処理をしても

検出が困難です。ステップ実行などを利用して原因を特定してください。

Ｑ６．プログラムで＃ＰＲＡＧＭＡを使用するとブレークポイントの設定がずれる。

Ａ６．＃ＰＲＡＧＭＡなどの擬似命令を使用した場合、ＧＣＣから正しいデバッグ情報が出力されない場合があるようです。

回避方法としては、同一行にコメントを入れる等すれば、改善されるようです。

Ｑ７．内蔵ＦＲＯＭは何回ぐらい書き換え可能ですか？

Ａ７．メーカ標準値は１００回となっています。ただし、当社の実績からするとその数倍は問題ないようです。

Ｑ８．内蔵フラッシュのみで動作させたいのですが可能ですか？

Ａ８．可能です。外部ＲＯＭはデバッグ用途や拡張用に設けてあるので、使用しない場合は搭載する必要はありません。

Ｑ９．ＶｉｓｕａｌＭｏｎｉｔｏｒでＲＥＡＬｉのモニタウィンドウがアクティブになりません。

Ａ９．ＲＥＡＬｉのモニタウィンドウを有効にするためには、ＲＥＡＬｉのデバッグ情報付きライブラリをリンクする必要が

あります。ＲＥＡＬｉにはソースコードが添付されておりますので、デバッグオプション付きで再生成してライブラリ

を作成してください。わからない場合にはＥ－ｍａｉｌにて送付しますので、ご連絡ください。
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Ｑ１０．ＦｌａｓｈＷｒｉｔｅｒで内蔵フラッシュの一部を消さないで書き込みが可能ですか？

Ａ１０．できません。ＦＬＡＳＨ ＷＲＩＴＥＲ ＰＲＯはブート書き込みのみをサポートしているため、チップの仕様により

すべての内蔵フラッシュのエリアが消去されてしまいます。

Ｑ１１．モトローラＳフォーマットはＳ１、Ｓ２、Ｓ３がありますが、ＦｌａｓｈＷｒｉｔｅｒで書き込む場合はどれを使用

したらよいのでしょうか？

Ａ１１．全てのフォーマットに対応していますので問題ありません。

Ｑ１２．添付のｇｃｃは、他のＳＨマイコンでも使用可能でしょうか？

Ａ１２．使用可能です。使用方法は変わりませんのでＳＨ１／ＳＨ２／ＳＨ３／ＳＨ３Ｅのプログラムを作成することができます。
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ご注意

（１）本書に記載されている、ＭＰＵなどの製品名は各社の登録商標です。

（２）本書の内容を無断で転載することは一切禁止します。

（３）本書の内容および本資料に記載された製品に関しては、将来予告なしに変更されることがあります。

（４）本書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点、誤りなどお気付きの点が

ありましたら弊社までご連絡下さい。

（５）運用した結果については（４）項にかかわらず責任を負いませんのでご了承下さい。

本製品（SH2 7046F Starter Kit）は日本国内仕様であり、外国の規格等には準処しておりません。本製品は日本国外
で使用された場合、当社では一切責任を負いかねます。また当社は本製品に関し、海外での保守サービス及び技
術サポート等はおこなっておりません。

Alpha Project Co.,LTD


